
　奥出雲神代神楽の発表会が４月１２日、町民体育館で盛大に開催されました。
　奥出雲の地は、「八岐大蛇退治」、天叢雲剣出顕の地とされる船通山など、古くは古事記、日本書紀にも
記され、素戔鳴尊が降臨したと伝えられる出雲神話発祥の地です。
　新町発足を機に、町ではこの神話の舞台の地に、後世へ伝える新しい郷土芸能として神楽社中の設立
を計画し、団員の募集を行い、平成１９年６月、布勢地区において神楽振興協
議会が組織され、同１２月に奥出雲神代神楽社中が発足しました。
　社中のメンバー１４人（布勢地区上三所の有志）は、１年余りにわたって雲
南市大東町にある海潮山王寺神楽の指導を受けながらこの日を迎えました。
　発表会は、奥出雲神代神楽の「清目」で幕を開け、仁多乃炎太鼓、安来節保存
会仁多支部、佐陀神能保存会（松江市）や師事を受けた山王寺神楽などが次々
に披露され発表会に花を添えました。
　最後に登場した奥出雲神代神楽社中が、「大蛇退治」を勇壮な舞や奏楽で発
表すると、神楽ファン約３００人からは、惜しみない拍手が送られ、新たな神
楽社中誕生を祝いました。
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